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　レバノンの5つのパレスチナ難民キャンプ（シャティーラ、
ブルジバラジネ、バダウィ、ナハルエルバレド、ワーベル）
と集住地（バールエリヤス）で、パレスチナ人シリア難民を
中心とした2,500 世帯（約15,000人 ) を対象に、パレスチ
ナ子どものキャンペーンでは新型コロナウイルス予防に向
け大規模な支援事業を今年春から進めています。
　各キャンプでは地元のボランティアを募り、住民に対面
とオンラインで感染予防の講習会を継続して実施し、10月
末までに3,000人以上が参加しました。「新型コロナウイル
スとは」、「ワクチン」、「家庭内暴力」、「感染者への接し方」
などが毎月のテーマです。講習会や並行しているホットライ
ンへの質問はワクチン関連が最も多くなっています。中で
もワクチン接種の可否について持病のある人からの問い合
わせが多く、腎疾患、糖尿病、心疾患など慢性疾患の多
い難民の状況が改めて浮き彫りになりました。
　レバノンでは種類を選ばなければ、難民もワクチンを接
種できますが、予約にはオンライン手続きが必須で、高齢
者や読み書きができない人など操作そのものに困難を抱え
る人に加えて、ワクチン接種への不安や、欧米への不信感
から手続きをしていない人も多くみられます。講習会で不
安が払拭されて手続きを確認し、操作でわからないことを
聞きながら手続きする家族もいます。ブルジバラジネでは講
習会参加者が週に20 家族程度手続きを行うそうです。
　不安が払しょくされた理由の一つに、具体的な感染体験
を他の参加者から聞いたこともあります。例えば「感染した
時は家族全員で1か月家に閉じこもらざるを得なかった。6
歳の息子はこの経験でひどく怯え、不安に襲われるように
なり、食べなくなり、人と話さなくなってしまった。元に戻
るまで3か月かかった」。こうしてリスクをイメージできるよ

うになり、また医師から科学的な
根拠を示した丁寧な説明やワク
チン接種後の副反応について説
明を聞き、ワクチンの効果とリス
クを理解したことも理由として挙
がっています。
　ロックダウンにより狭い住居
で家族が共に過ごす時間が長く
なり、家族関係に悩む声も多く寄
せられています。通貨価値が 10
分の1に下落という厳しい経済
状況や社会情勢、治安状況のた
めに複数の心理的問題を抱えている人々が多く、 家庭内
暴力、離婚、自殺、うつ、心理的不安を訴えていて、家庭
内暴力への対応や思春期の子どもへの接し方、心理的サポ
ート実施の要望や相談も多いのです。心理的ストレスを聞
いてもらい、支援チームからストレス軽減方法についてのア
ドバイスを受けられます。こうした講習会は子ども向けにも
実施しています。
　このほか、困窮する家族の健康状態を保つための食料
支援（3,100 世帯）や衛生用品の配布も実施しています。厳
しさを増す状況が続く中、食料支援の拡大を検討中です。
皆様のご協力をおまちしています。
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　パレスチナ子どものキャンペーンは、今年春、コロナ
禍で困窮する外国にルーツのある子どもたちを支援する

「NPO 法人多文化フリースクールちば」へ助成金申請の協
力をしました。
　10月、千葉市にある学習支援の場にお邪魔して、代表
の白井秀一さんと生徒であるアフガンの若い女性たちに
お話を聞きました。
　外国籍の子どもたちの高校進学が千葉県ではあまり進
んでいないため、10 年ほど前から、フリースクールでは受
験に必要な日本語、英語や数学を、退職した教員たちが中
心になって教えています。また千葉県に多いアフガン人、ネ
パール人やスリランカ人などに多言語で伝える進学ガイダン
スや、各コミュニティへの働きかけ、千葉大学とのコラボレ
ーションも進めてきました。
　在日のアフガン人約 3,500人のうち、佐倉市や四街道市
を中心に千葉県には1,500人以上が暮らしています。30 年
ほど前から、中古車の解体や販売を専門に扱う業者やそ
の家族、従業員としてビザを持って暮らしている人たちが
増えてきました。多くは少数民族のハザラ系の人たちです。
8月には千葉県でも感染が拡大し、アフガン人コミュニティ
でもかなりの陽性者が出て、フリースクールの関係者には、

「酸素ボンベが手に入らない」「救急車が来ない」といっ
た SOS が多数届いたということでした。その最中に、アフ

ガニスタンでは政府が倒れ、タリバーンが全土を制圧する
という事態が進んでいました。混乱の中、8月の後半にス
タートするはずだったフリースクールの秋学期開始も9月に
ずれ込み、また、コロナ禍でアフガンに一時帰国した子ど
もや家族が、日本に戻れないという状況も起きています。ど
の家族もアフガンに残っている家族や親せきのことを大変
に心配しているそうです。
　20 代の T さんは、６年以上前に家族と来日したものの、
弟や妹の世話をしていて学校に通えなかったのですが、昨
年フリースクールを卒業して高校に入学した弟に連れられ
て、半年前から日本語の勉強に通っています。
　「日本語は話せないけれど、話はかなり分かります。テレ
ビではお父さんが選んだものしか見られませんが、「相棒」
やサッカーとかを見ます。また BTS（韓国の音楽グループ）
も好きです。フリースクールの帰りに友達とマックやサイゼ
リヤでおしゃべりします。将来、他の女性たちを助けるこ
とができればいいかな。カブールにはおじいさんやおじさ
んがいます。時々 SNS で連絡を取ります。」
　昨年初めに家族と来日した16 歳の N さんは、1年間夜
間中学に通っていたので、日本語がとても上手でした。「私
の夢はパイロットになることです。でも家族には言えません。
アフガンでは女の人がパイロットだなんて、誰も信じませ
ん。来年は高校に入学したいと思っていますが、お父さん
は日本を離れて家族でトルコに移ることを考えていますの
で、最近トルコ語の勉強も始めました。私は勉強と家の手
伝いで忙しくてテレビは見ません。たまにハリーポッターの
映画を見ます。今日は家族を歯医者さんに連れていき通訳
します。」
　とても保守的な家庭環境にあっても、若い女性たちが
一人で電車に乗って千葉駅まで毎日通って勉強をし、日本
人の先生たちと信頼関係を築いている姿には心を打たれ
ました。ボランティアの大学生が「私は学習塾でバイトして
いますが、塾に行かされている日本の子どもたちと、自分
からここにきている外国の子どもたちとでは意欲が違いま
す」と話してくれました。
　いわゆる難民でなくても、外国にルーツのある子どもた
ちは人生を翻弄され、異郷の日本で生きています。その夢
が実現できるよう応援していきたいと思います。
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